
 新年あけましておめでとうございます。 
 学校には子どもたちの元気な声が響き渡り、一年間のまとめや締 
めくくりをするとても大事な３学期が始まりました。 
 「終わりよければ、すべてよし」という言葉があります。始業式では、「何かに
取り組む途中には、うまくいくこともあれば、いかないこともある。しかし、最後が
うまくいったなら、途中でうまくいかないことがあっても、それは問題にならない。
最後の締めくくりが一番大事だ。」という話をしました。 
 勉強がわからなくて嫌だったり、できるようになって嬉しかったり、先生にほ
められたり、叱られたり、友だちとけんかしたり、なかよくなったり････子どもた
ち誰もが、同じような思いを経験しています。 
 でも、最後がうまくいけば大丈夫。締めくくりがよくできたら、途中の失敗や
うまくいかなかったことは、たいした問題ではなくなります。一年間の締めくくりを
しっかりして、いい３学期にしていくことで、この一年間がすばらしいものになると
思います。 
 締めくくりと言えば、６年生は小学校生活６年間の締めくくりの学期です。
卒業までの残された小学校生活を、めあてを持って大事に過ごしながら小
学校生活のいい締めくくりをしてほしいと思います。 
 締めくくりと言えば、久玉小学校は、１４２年間の歴史を締めくくります。私
たちが久玉小学校の歴史に幕をおろしていきます。地域の方からも愛され続
けてきた学校です。感謝の気持ちを込めて最後の締めくくりをしっかりしていき
たいと思います。 
 「終わりよければ、すべてよし」。めあてを持って、よい締めくくりができるように
みんなで一緒に頑張っていきます。 
 保護者の皆様や地域の皆様にお世話になることも多くなりますが、どうぞ
よろしくお願いいたします。 

～校長室より～

Our ties will be more strong 

Our ties is forever 平成２９年１月１０日 
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通信もホームページでは、カ
ラーです。見てくださいね！拡
大確認も可能です！ 

 新年あけましておめでとうございます。 
２０１７年の特別な幕開けです。タイトルの「８０／５１８３
０」です。ここまで長い歴史を紡いできた久玉小学校は、
実に１４２年、日数にすれば５１８３０日、しかし、その長い
歴史も、あと８０日で幕を閉じます。 
 これまで、この久玉小で学んだ卒業生、笑ったこと、泣い
たこと、悩んだこと、励ましてもらったこと、そのすべてが、
あと８０日で幕を閉じます。 
 子どもたち、そして私たちは、あと８０日の間に、できるこ
と、しっかりがんばっていかなければならないと、あらため
て誓うスタートになりました。 
 校長先生が始業式で、「終わりよければすべてよし」とい

う話をされました。「反省すべき点や失敗があっても、それ
を生かして、最終的にきちんとできるようになること、それ
が大切です」と。 
 忘れ物や宿題忘れが多くて、先生に注意されていたけど、
真剣に気をつけて、ちゃんとできるようになってほしいなと
思います。 
 心ない言葉や行動で、友だちの心を傷つけたことがあっ
たけど、その反省を生かして、そんな言葉や行動を慎むこ
とができるようになること、そんなことができるようになって
ほしいなと思います。 
 一人一人ができることをきちんとやること、それが残り８０
日を過ごす私たちの使命です。 

①
い
つ
ま
で
も
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の
く

り
か
え
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で
は
な
く
、
成

長
し
た
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を
見
た
い
で
す

ね
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②
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で
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り
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し
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う
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①
そ
れ
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め
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ば
、
安
い
も
の

だ
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成
功
の
反
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失
敗
で
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な
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ら
な
い
こ
と
」
だ
。 

 

③
い
ち
ば
ん
い
け
な
い
の
は
自

分
な
ん
か
だ
め
だ
と
思
い
こ
む

こ
と
だ
よ
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(

答
え
は
こ
の
通
信
の
右
下
で
す
） (答え：①堤康次郎(西武グループ創業者）②佐々木則夫（元サッカー女子代表監督）③のび太（ドラえもんより））  

 また、その後、生徒指導担当の坂本成志朗先生が、「心のブレーキ」の話をされました。「みなさんはやっていけないこと、
言ってはいけないことが何かもうわかっていると思います。でも、感情のバランスとか、楽をしたいという気持ちとかがあっ
て、つい、そんな言葉を言ったり、してはいけないことをしてしまいます。これは言ってはいけない、これはしてはいけない、
と心のブレーキをしっかりかけられる人になりましょう。」というような話でした。 
 やりたいことをやりたいようにやっていた過程を経て、「やっていいことといけないこと」「言っていいことといけないこと」を
理解し、「抑制」「我慢」ができるようになります。それは成長するうえでとても大切なことです。しかし、急にできるようにな
ることではないし、個人差もあります。私たち大人が、繰り返し、言ってあげることがとても大切です。 
 始業式の聴く態度、立派でした。大掃除も、しっかりがんばりました。こういうことをきちんとできることは、とても大切なこ
とであると、改めて感じました。そしてそんな子どもたちを私たちは応援していきます。 

 始業式の準備が、６年生から５年生へとバトンタッチ
されました。最高学年の大切な仕事です。現５年生、
現４年生が牛深東小の初代高学年です。今から、しっ
かりと準備を始めてほしいです。 


